
Part

1
日
本
の
未
来
を
支
え
る

若
き
技
能
者
た
ち

高
度
経
済
成
長
を
支
え
た 

「
も
の
づ
く
り
」の
力

日
本
は
１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
１
９

７
０
年
代
初
頭
に
か
け
て
、「
も
の
づ
く

り
」の
力
を
活
か
し
て
高
度
経
済
成
長
を

実
現
し
て
き
ま
し
た
。
付
加
価
値
の
高
い

も
の
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
技
術
力
は
、

現
在
も
日
本
の
製
造
業
の
特
色
と
し
て
世

界
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
の
日
本
の
技
術
革
新
は
、
欧
米
の

技
術
革
新
の
導
入
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
企
業
が
生
産

設
備
を
整
え
る
た
め
に
投
資
を
拡
充
し
た

こ
と
で
、
雇
用
の
増
加
と
労
働
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
生

ま
れ
た
日
本
の
質
の
高
い
製
品
群
は
、
戦

後
の
復
興
へ
向
け
て
の
消
費
意
欲
の
増
大

を
背
景
に
国
内
で
盛
ん
に
流
通
す
る
と
と

も
に
、
海
外
に
も
た
く
さ
ん
輸
出
さ
れ
ま

し
た
。

高
い
技
術
力
こ
そ
が
、
日
本
の
高
度
経

済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
た
の
で
す
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
で 

求
め
ら
れ
る
技
術
力
向
上

し
か
し
、
現
在
は
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ

の
な
か
で
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
促

す
た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
の
実
行
と
、

人
材
へ
の
投
資
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
７
」に
お
い

て
も
、「
人
材
へ
の
投
資
を
通
じ
た
生
産
性

の
向
上
」が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
製
造
業
の
労
働
生
産
性
は
国
際

的
に
見
て
も
高
く
、
歴
史
的
・
伝
統
的
な

分
野
か
ら
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
分
野
に
至
る
ま
で
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
誇
る
べ
き
技
能
の
伝

承
に
力
を
入
れ
、
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る

若
者
を
増
加
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
文
化
は
衰
退
し
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
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資源が乏しい日本は「ものづくり」を通じて、高度経済成長を実現してきました。
ものづくり分野における技術力は世界でも評価されており、誇れるものです。

2017年10月に開催された技能五輪国際大会においても、日本は合計９つのメダルを獲得しました。
本特集では、日本が誇るべき「ものづくり」の分野で活躍する技能者たちにスポットを当てます。

技能五輪国際大会でも活躍

２
年
に
一度
開
か
れ
る
技
能
五
輪
国
際
大
会
が
２
０
１
７
年
10
月
に
開
催
さ
れ
、
日
本
は
金
・
銀
・

銅
合
わ
せ
て
９
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
パ
ー
ト
１
で
は
、
技
能
五
輪
国
際
大
会
に
つ
い

て
の
解
説
と
、
同
大
会
の
メ
ダ
リ
ス
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

世界に誇る日本の
ものづくり技術
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図表　技能五輪国際大会（アブダビ大会）の競技種目

し
た
。

日
本
は
、
１
９
６
２
年
の
第
11
回
大
会

か
ら
参
加
し
、
以
後
優
秀
な
成
績
を
収
め

続
け
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
大
会
ま
で

に
34
回
参
加
し
、
金
メ
ダ
ル
獲
得
上
位
３

カ
国
に
25
回
入
っ
て
い
ま
す
。

同
大
会
は
現
在
、
２
年
に
一
度（
奇
数

年
）開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
で
も

計
３
回
開
か
れ
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
の

千
葉
県
で
の
第
19
回
大
会
、
１
９
８
５
年

の
大
阪
府
で
の
第
28
回
大
会
、
２
０
０
７

年
の
静
岡
県
で
の
第
39
回
大
会（「
２
０
０

７
年
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
技
能
五
輪
国
際
大

会
」と
し
て「
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　※
」

と
同
時
開
催
）で
す
。

技
能
五
輪
国
際
大
会
の
日
本
代
表
選
手

の
選
考
は
、
同
大
会
の
前
年
に
開
催
さ
れ

る
技
能
五
輪
全
国
大
会
な
ど
で
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
資
格（
一
部
の
職
種
を
除
き
、

大
会
開
催
年
に
22
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
）

を
満
た
す
優
勝
者（
成
績
優
秀
者
）が
、
日

本
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
す
。
技
能
五

輪
全
国
大
会
で
競
技
が
実
施
さ
れ
な
い
一

部
の
職
種
の
代
表
選
手
に
つ
い
て
は
、
各

業
界
団
体
な
ど
が
選
考
会
や
推
薦
な
ど
に

よ
り
選
出
し
ま
す
。

２
０
１
７
年
の
技
能
五
輪
国
際
大
会
は

10
月
14
日
か
ら
19
日
の
６
日
間
、
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
・
ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
大
会
で
は
、
日
本
は
９
つ
の
メ

ダ
ル（
う
ち
金
メ
ダ
ル
３
つ
）を
獲
得
し
ま

し
た
。

技
能
五
輪
国
際
大
会 

（
ア
ブ
ダ
ビ
大
会
）で 

金
メ
ダ
ル
を
３
つ
獲
得

技
能
五
輪
国
際
大
会
は
、
正
式
に
は

「
国
際
技
能
競
技
大
会（W

orld Skills 
C

om
petition

）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

憲
章
で
は
、
参
加
各
国
の
職
業
訓
練
の
振

興
と
、
青
年
技
能
者
の
国
際
交
流
・
親
善

を
図
る
こ
と
が
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

同
大
会
は
、
１
９
５
０
年
に
ス
ペ
イ
ン

の
職
業
青
年
団
が
提
唱
し
、
隣
国
ポ
ル
ト

ガ
ル
と
各
12
人
の
選
手
が
技
能
を
競
い

合
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
翌
年
、
参

加
国
と
出
場
選
手
を
増
や
し
、
若
い
技
能

労
働
者
の
祭
典
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
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製造チームチャレンジに出場した麻生知宏さん（左）、最上拓さん（中）、上野祐平さん（右）
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(C) 2018 日本医療企画.




